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水産海洋学の黎明　 
宇田道隆（1905～1982）

稲掛伝三 1, †・大塚一志 2・黒田一紀 3

「温故知新，初代会長宇田道隆先生が常に口にされたお言
葉が思い起こされる」（石野，1988）．また，宇田の恩師で
ある寺田寅彦は，「新しいことは古いことである．古いこ
とはやがて新しいことである．温故知新ということは科学
上も意義ある言葉である」と述べている（宇田，1971a）．
水産海洋学会創立50周年記念にあたり，過去50年を振り
返り，今後の50年を考えるという趣旨は，宇田や寺田の
理念にもかなうものである．
宇田と寺田は同郷で，生家は数百メートルも離れていな

かった．宇田は，高知県立第一中学在学中に，寺田の記念
講演を聴き，感銘を受けて物理学を志す．母・嘉が他界し
た際に，一時医学を志すも，仙台二高に在学中，アイン
シュタインの講演を聴き，再度物理学への志を新たにし
た．東京帝国大学物理学科に入学後は，天気予報の祖であ
る藤原咲平に師事し，「大気の渦巻」の研究を手伝ったが，
寺田の直接指導も受けた．宇田は東京帝国大学卒業後，農
林省水産講習所（水産研究所と東京海洋大学の前身）に入
所した．おりしも，水産講習所技師の丸川久俊が留学中に
物理学と数学の必要性を痛感し，下啓介所長に立派な物理
学者を講習所に迎えることを提言，寺田に教鞭を依頼し
た．この時の東京帝国大学理学部の長岡半太郎教授は「寺
田助教授は珍しい学者だ．水産講習所の生徒にその講義を
聴かすことは絹のハンケチで鼻をかむに類するものだ」と
揶揄したという（丸川，1947; 宇田，1971a）．寺田は1911～
1929年に水産講習所の嘱託として「海洋学」と「物理学」
を担当した（東京水産大学百年史編集委員会，1989）．水
産講習所における寺田の貢献は大きく，学生を育てると共
に，多くの研究者を指導した．浅野（1915）による日本初
の海流の力学的推算も寺田の指導によるものであった（宇
田，1978）．宇田が発起し，代表幹事を務めた海洋学談話
会（日本海洋学会の前身）においても，寺田は宇田の求め
に応じて講演を行っている（中野，1962; 宇田，1971a）．
宇田にとって寺田は生涯にわたっての恩師であり，寺田か

ら受けた教訓の詳細を『寺田寅彦との対話』（宇田，1950），
『海に生きて』（宇田，1971a）などに綴っている．

1.　水産海洋学の黎明
宇田は50年間にわたり全国の漁村・漁港を訪れ，漁民か
らの聞取り調査を行うなど，現場と密着した水産海洋研究
を行った．1958～1959年にはカナダ・ナナイモに長期滞
在して研究・講義した後，米国とヨーロッパ諸国を歴訪
し，国際的視野を広げると共に，IOC（Intergovernmental 
Oceanographic Commission）などの国際会議に出席して「水
産海洋学」の世界的な議論を牽引した．
宇田（1962c）は，水産海洋研究会の発足時に，水産海

洋学を次のように定義した．「広い意味での水産海洋学と
は，水産の用途が必要とする応用海洋学ならび綜観海洋学
である．もっと狭義で，もっと具体的な意味での水産海洋
学は，水産資源の開発，増殖，利用，保存に関する海洋学
であって，漁況変動の予報手段を与えるものと定義でき
る．いいかえると，水産資源の数量，利用度に影響する環
境条件の海洋学である」．さらにSCOR（Scientific Commit-
tee on Oceanic Research）水産海洋学作業グループの一員と
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して，「水産海洋学は，海洋生物資源の数量，利用度，開
発に影響する海洋学の諸面（生物学，物理，化学，地質学，
気象学を含む）を用いる海洋の生物資源の研究である」（宇
田，1963）という国際的な定義の作成に貢献した（NS/
IOC/INF-33　Paris, 18 September 1962）．この当時の宇田
ノート（宇田，1962b）には，SCORにおける水産海洋学
の定義について，推敲を重ねた様子がうかがわれる．
本邦初の水産海洋学の教科書は『水理生物学要稿』（北

原・岡村，1910）であり，「水理生物学（Hydrobiology）は，
近く成立したる学科にして海洋学（Oceanography）生物学
（Biology），及び水理学（Hydrography）等より成り，主と
して物理的並びに化学的原因の水族に及ぼす関係を攻究す
るものなり」と定義されている．水産海洋学の黎明は，
1910年代に，北原多作らを中心に始まったといえる．北
原（1913）は，捕鯨船金華山丸によって東北海域の黒潮続
流域や伊豆諸島域を調査し，暖流の一進一退，渦，二海流
（黒潮と親潮）の衝突線付近で大漁することを示し，水産
講習所海洋調査部（1918）発行のブックレットにおいて，
「第1 魚族は二海流の衝突線に多きこと，第2 洋流の圧迫
は沿海の魚群を濃密ならしむる，第3 水道においては其
通ずる二海流により来襲する海流の圧迫によりその魚群を
濃密ならしむること」を記し，いわゆる北原の法則「魚は
潮目に集まる」を一般漁業者に普及した．さらには大日本
水産会機関誌『水産界』に，海洋観測の仕方，測器の説明，
海と魚の関係などを漁業者にもわかりやすく解説し，『漁
村夜話』（北原，1921）にとりまとめた．宇田は東京水産
大学時代，教え子に『漁村夜話』を最初に読ませたと聞く．
宇田が教え子に伝えた「自然から学べ，海から学べ」，「漁
業者に学べ」，「海においてはKeen Observerたれ」，「Fact
を重んずること」，「牛歩のようにゆっくりと確実に前に進
む」（東京水産大学漁場環境研，1982）といった言葉に現
れている“現場”に立脚した研究姿勢は，寺田や北原といっ
た恩師や先達の教えを忠実に，着実に実行したものであ
り，それが実行できたところに宇田の偉大さがある．宇田
の教え子の一人である藤本実は，宇田の前夜式の席におけ
る牧師の問いに対し，「先生は天才的努力家」と答えたと
いう．宇田の業績を垣間見るにあたり，優秀というだけで
はなく，常人が真似のできない努力の人であり，真摯に実
行してゆくことができる研究者だったと痛感する．

2.　宇田道隆の業績
宇田の業績は広範にわたり，本稿だけで集約できるもので
はない．東京海洋大学附属図書館において，宇田の業績が
『アーカイブズ宇田道隆文庫』（http://lib.s.kaiyodai.ac.jp/library/ 

maincollection/uda-bunko/index.html，2013年 6月 18日）に
掲載されているので，詳細はこちらを参照いただきたい．
本稿では，水産海洋学に関する主要な5項目を記載するに
とどめた．

総観海洋学
宇田は，1930年の若狭湾一斉調査に続き，1932–1941年の
日本海一斉調査，1933–1941年の太平洋一斉調査（東北冷
害海洋調査）と，多機関にわたる複数の調査船による広域
同時観測を主導・実施し（図 1），明治時代の点の観測，
大正時代の線の観測を面の観測へと展開し，広域同時観測
による海況の把握と変動に関する海洋研究（総観海洋学）
の礎を世界に先駆けて構築した．これにより，対馬暖流や
リマン海流，黒潮，親潮などに関する研究が大いに進展し
た（宇田，1934, 1938）．
黒潮研究
1936年の連合艦隊演習中の黒潮異変（大蛇行）を機に，
1937–1940年に黒潮異変海洋調査を行い（図2），熊野灘沖
異常冷水塊出現と黒潮の蛇行について報告した（宇田，
1940a）．黒潮の大蛇行は現在では常識となっている現象で
あるが，当時の常識を破る調査結果として，黒潮研究の先
駆けとなる成果であった．
水産海洋研究と漁海況通報
宇田は，東京帝国大学在学中には渦度，収束・発散に夢中

図1.　1934年8月の太平洋一斉調査時の観測点（宇田，1938）
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となり，農林省水産講習所・水産試験場時代には潮目の実
験物理学的研究と現場観測により海洋前線の構造を明らか
にするとともに，潮目が表層魚の漁場形成に重要な役割を
果たしていることを示した．また，マイワシやカツオなど
の適水温スペクトル図（図3）を作成し，これらの魚があ
る温度幅に生息していることを明確にした（宇田，1940b, 
c; 宇田，1960）．1930年に平年海況図，1938年からは月報
海況図を作成し，無線電信・ラジオ放送による漁海況通報
を木村喜之助らと共に行い，漁業者に有益な情報の配信に
つとめた．
一方，海洋環境と資源変動に関し，宇田（1962a）はマ

グロ協議会において，以下のように講演した．「1．資源量
の変動　これには自然変動と人為的変動とがクロスされて
いると思われる．（中略）Population dynamicsというものは
環境が安定不変なものとの仮定の上に立っている．この
10年間の経過は環境の変化に対して考慮がなされなかっ
たという欠陥を指摘した．（中略）資源に対する影響，資
源補充量の変動等の問題と海洋の研究とは分離不可能であ
ることがわかった．このことはごく最近における世界的な

結論である．」近年のレジームシフト理論や気候変動と陸
上・海洋生態系との関係に関する議論の高まりは，環境変
動を考慮した再生産関係とそれに基づく資源評価手法の改
良の必要性を問題提起している．これらの考え方は，pop-
ulation dynamics には自然変動と人為的変動を考慮する必
要があるという50年前の宇田の考えとも合致している．
海洋環境保全
宇田は，1955年以降，我が国における高度経済成長に伴っ
て発生した内湾・沿岸域の急速な海洋汚染について，いち
早く危機感を抱き，あらゆる機会を利用して海洋環境保全
を強く訴え続けた（宇田，1971b, 1974など）．1954年のビ
キニ水爆実験による放射能汚染（まぐろ漁船第五福竜丸被
爆）についても強い関心を抱き，漁場と海洋汚染に関する
報告を行っている（宇田，1954）．これは，広島における
自らの被爆経験と原爆気象影響調査の実施経験に基づいて
いると推察される．1973年度春季シンポジウム「水産海
洋研究における海洋汚染の諸問題」においては，全地球的
な油汚染，下水と過栄養，産業廃水等，ハロゲン化炭水化
物，重金属・水銀，人工放射能について講演し，警告を発
した（宇田，1973）．
学会・研究会の創立
宇田は，戦前の水産物理談話会から日本水産学会，海洋学
談話会から日本海洋学会の発足に寄与し，さらに戦後には
日本海洋学会と日本水産学会共催による「水産生物環境関
係研究懇談会」から水産海洋研究会を創立し，本会の初代

図2.　黒潮大蛇行時の観測結果（宇田，1940a）．
上 200 m深水温　下 200 m深塩分．

図3.　日本重要魚類の適水温スペクトル（宇田，1960）
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代表となった（1962年の創立当初は代表，委員長，代表
委員，会長が同義で使用された）．水産海洋研究会発足の
経緯の詳細は，本会25周年記念誌に紹介されている（平
野，1988）．その後，1988年に水産海洋研究会を改称した
水産海洋学会は，学術的な発展のみならず，宇田が構築し
た漁業現場と密着した研究を今も継承している．

3.　おわりに
多くの先達は明治維新や太平洋戦争後に，「富国」あるい
は国民のための食糧供給としての漁業・水産業の発展に寄
与してきた．これら先達の意識の高さに敬意を表したい．
宇田はこれらの先達の中で，漁業者と向き合い，自然や海
に向き合い，現場を重視した水産学，海洋学，水産海洋学
の発展に寄与した．病の床にあっても，見舞いに来た教え
子を逆に激励し，また，「海の中には，気象変化が現れる
のに先立って変化が見られる．誰か本腰を入れて研究する
者が出てこないものか」（東京水産大学漁場環境研，1982）
と，最後の最後まで研究のことを考えていた．有能だけで
はなく，「天才的な努力家」，研究に対し誠に真摯な人物で
あったことは明白である．

略　歴
1905年　高知県土佐郡小高坂村（現在の高知市）生まれ
1917年　  高知県立第一中学校入学．同郷の寺田寅彦の講

演を聴き，物理学を志す
1921年　  第二高等学校（仙台）入学．アインシュタイン

の講演を聴き，物理学への志を新たにする
1924年　  東京帝国大学物理学科入学．藤原咲平の「大気

の渦巻」研究を手伝い，寺田寅彦の直接指導も
受ける

1927年　  東京帝国大学卒業．農林省水産講習所入所．初
論文：ブリ漁と低気圧の関係

1929年　農林省水産試験場技師
1939年　  「海洋の潮目の研究」で理学博士の学位（東京帝

国大学）
1942年　海洋気象台長（神戸） 
1943年　  再度応召（スマトラ派遣，機関砲101大隊小隊長）
1944年　広島県宇品の陸軍船舶練習部に転属
1945年　  広島で被爆．終戦後は広島管区気象台に勤務．

原爆気象影響調査に従事
1947年　  長崎海洋気象台初代台長．漁業者のための水産

気象に力を注ぐ
1949年　水産庁東海区水産研究所初代所長
1951年　東京水産大学教授
1968年　東海大学海洋学部教授
1975年　勲二等瑞宝章
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